
Ｉ
Ｓ
Ｏ
が
組
織
の
社
会
的
責
任（
Ｓ
Ｒ
）に
つ
い
て

国
際
標
準
化
す
る
こ
と
の
是
非
を
正
式
決
定
す
る
前

に
、
幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
意
見
を
聞
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
六
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
二
日

に
か
け
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
主
催
の
Ｓ
Ｒ

国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
同
会
議
で
は
、
Ｓ
Ｒ
に

関
心
を
有
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
五
つ
の
カ
テ

ゴ
リ
ー（
産
業
界
、
労
働
界
、
消
費
者
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

政
府
）に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
Ｓ
Ｒ
の

国
際
標
準
化
に
つ
い
て
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

同
会
議
に
、
日
本
の
産
業
界
を
代
表
し
て
、
ス
ピ

ー
カ
ー
と
し
て
出
席
し
た
の
で
、
そ
の
模
様
を
報
告

し
た
い
。

途
上
国
が
流
れ
を
つ
く
っ
た
国
際
会
議

同
会
議
の
流
れ
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
Ｓ
Ｒ
に
関
す
る
戦

略
諮
問
グ
ル
ー
プ
が
事
前
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
意
思
決
定
機

関
で
あ
る
技
術
管
理
評
議
会（
Ｔ
Ｍ
Ｂ
）に
提
出
し
た

勧
告
文
の
内
容
に
基
づ
く
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
大
方
の
予
想
と
は
別
に
、
実
際
に
は
ド

ラ
マ
を
地
で
い
く
劇
的
な
シ
ナ
リ
オ
が
用
意
さ
れ
て

い
た
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
三
年
九
月
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
カ

ン
ク
ン
閣
僚
会
議
時
の
流
れ
と
同
様
、
途
上
国
や
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
こ
の
国
際
会
議
の
主
役
を
演
じ
て
会
議
の
流

れ
を
握
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
方
向
付
け
の
背
景
に
は
、
今
回
の
会
議

の
開
催
国
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
規
格
協
会
の
動
き

が
あ
っ
た
。
規
格
化
に
賛
成
す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、

国
際
会
議
の
前
に
途
上
国
二
五
カ
国
の
代
表
三
十
数

名
を
国
費（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）で
招
待
し
て
独
自
の
事
前
会
議

を
開
催
し
、
途
上
国
代
表
間
の
規
格
化
方
針
を
固
め

た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
国
際
的
な
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企
業

の
社
会
的
責
任
）シ
ン
ク
タ
ン
ク
等
の
取
り
込
み
に

も
周
到
な
準
備
が
な
さ
れ
て
い
た
。

全
体
会
議
の
模
様

国
際
会
議
初
日
の
全
体
会
議
で
は
、
途
上
国
を
代

表
し
て
メ
キ
シ
コ
代
表
か
ら
、
強
硬
な
規
格
化
賛
成

を
打
ち
出
す
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

続
く
分
科
会
に
お
い
て
も
、
そ
の
勢
い
は
止
ま
ら
ず
、

途
上
国
の
産
業
界
代
表
か
ら
先
進
国
政
府
や
企
業
、

な
ら
び
に
先
進
国
主
導
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
運
営
に
対
す
る
強

い
不
満
が
続
出
し
た
。

具
体
的
に
は
、
先
進
国
で
異
な
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
国
家

規
格
や
民
間
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
普
及
し
、
途
上
国
が

自
国
の
産
品
輸
出
の
際
に
そ
れ
ら
の
多
様
な
要
件
に

対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
中
小
企
業
が

多
く
国
際
信
用
の
な
い
途
上
国
企
業
は
対
応
で
き
な

い
こ
と
に
対
す
る
強
い
懸
念
が
表
明
さ
れ
た
。
ま
た
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
国
の
七
五
％
が
途
上
国
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｔ
Ｍ
Ｂ
の
委
員
一
二
名
中
、
途
上

国
代
表
の
委
員
は
二
名
の
み
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
意
思
決

定
プ
ロ
セ
ス
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る

不
公
平
感
が
示
さ
れ
た
。
途
上
国
代
表
か
ら
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
負
の
側
面
や
、
先
進
国
と
の
経
済
格
差
を

解
消
す
べ
き
と
い
う
大
義
名
分
に
基
づ
く
議
論
が
横

断
的
に
大
合
唱
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
る
中
、
企
業
の

自
主
的
な
取
り
組
み
に
基
づ
き
Ｓ
Ｒ
に
関
す
る
成
果

を
上
げ
る
と
い
う
先
進
国
企
業
の
当
初
の
主
張
は
打

ち
消
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。

こ
の
予
期
せ
ぬ
会
議
の
流
れ
に
対
し
て
、
欧
米
企

業
代
表
は
臨
機
応
変
に
戦
略
的
に
対
応
し
、
当
初
の

規
格
化
反
対
の
姿
勢
か
ら
途
上
国
の
訴
え
る
規
格
化

推
進
を
受
け
入
れ
る
姿
勢
に
素
早
く
態
度
を
転
換
し

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
途
上
国
の
主
張
に
も
正
当
性

が
あ
る
こ
と
や
、
先
進
国
企
業
と
し
て
、
ま
た
個
人

と
し
て
の
正
義
感
、
先
進
国
と
し
て
の
ノ
ブ
レ
ス
オ

ブ
リ
ッ
ジ
の
意
識
な
ど
の
感
情
が
複
雑
に
絡
み
あ
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

わ
が
国
産
業
界
の
立
場

上
記
の
よ
う
な
流
れ
は
、
会
議
二
日
目
の
産
業
界

代
表
に
よ
る
分
科
会
と
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
全
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
ズ
参
加
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て

最
高
潮
に
達
し
た
。
筆
者
は
そ
の
中
で
、
壇
上
に
立

っ
て
日
本
の
産
業
界
の
立
場
、
即
ち
規
格
化
反
対
を

表
明
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
で
に
大
勢
は
�
ガ
イ

ダ
ン
ス
文
書
�
に
よ
る
規
格
化
に
流
れ
て
お
り
、
筆

者
が
最
も
強
く
意
識
し
た
の
は
、
日
本
が
孤
立
し
な

い
か
と
い
う
こ
と
と
、
海
外
で
活
躍
す
る
日
系
多
国

籍
企
業
が
肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。

ス
ピ
ー
チ
で
は
、
ま
ず
、
日
本
企
業
が
長
年
真
摯

に
社
会
的
責
任
の
必
要
性
を
認
識
し
て
、
諸
策
を
実

践
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
冷
静
に
建
設
的
な

言
葉
を
選
び
、
日
本
流
ビ
ジ
ネ
ス
の
強
み
や
倫
理
観

を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
日
本
の
和
の
精
神
や
、

ヒ
ト
を
大
切
に
す
る
経
営
、
日
本
企
業
の
国
際
貢
献

の
具
体
的
事
例
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

ま
た
、
最
初
か
ら
日
本
企
業
の
積
極
的
参
加
を
得

て
、
経
団
連（
当
時
）が
企
業
行
動
憲
章
を
策
定
し
、

さ
ら
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
観
点
か
ら
改
定
を
行
っ
た
こ
と
、

ま
た
日
本
経
団
連
の
関
連
団
体
で
あ
る
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｃ

（
海
外
事
業
活
動
関
連
協
議
会
）が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
普
及
に

す
で
に
十
数
年
間
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

な
ど
を
紹
介
し
た
。
そ
の
上
で
、
日
本
企
業
が
規
格

化
に
反
対
す
る
理
由
と
し
て
、
�
Ｓ
Ｒ
は
概
念
自
体

が
複
雑
で
未
だ
進
化
の
過
程
に
あ
り
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
間
の
対
話
、
議
論
が
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る

こ
と
、
�
企
業
の
自
主
的
か
つ
多
様
な
Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の

対
応
が
よ
り
多
く
の
成
果
を
も
た
ら
す
こ
と
な
ど
を

指
摘
し
た
。

大
勢
が
決
し
た
最
終
日
の
総
括
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、

筆
者
は
締
め
括
り
発
言
の
機
会
を
与
え
ら
れ
、
以
下

の
四
点
を
強
調
し
た
。
第
一
に
、
今
回
の
マ
ル
チ
・

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
会
議
は
議
論
を
深
化
さ
せ
る
た

め
に
有
意
義
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
会
議
の
結

果
や
方
向
性
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の
糧
に
し

た
い
こ
と
、
第
三
に
、
今
後
Ｓ
Ｒ
の
規
格
化
を
実
際

に
進
め
て
い
く
過
程
で
は
、
多
様
な
問
題
や
課
題
が

浮
き
彫
り
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
正
に
こ
れ
か

ら
が
正
念
場
で
あ
り
日
本
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
こ

と
、
第
四
に
、
日
本
企
業
は
今
後
と
も
自
主
的
な
Ｃ

Ｓ
Ｒ
へ
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き
継
続
し
て
い
く
こ

と
で
あ
る
。

今
後
の
課
題

国
際
会
議
に
引
き
続
き
六
月
二
十
四
、
二
十
五
日

に
開
催
さ
れ
た
Ｔ
Ｍ
Ｂ
に
お
い
て
、
正
式
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ

が
第
三
者
認
証
を
目
的
と
し
な
い
形
で
Ｓ
Ｒ
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
文
書
化
を
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

�
パ
ン
ド
ラ
の
箱
は
開
か
れ
た
�
と
揶
揄
す
る
言
葉

も
聞
か
れ
た
が
、
も
は
や
途
上
国
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
い
う

プ
レ
ー
ヤ
ー
を
除
外
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
持
続
的

発
展
は
望
め
な
い
。
わ
が
国
産
業
界
の
今
後
の
課
題

と
し
て
、
�
速
や
か
に
今
回
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
国
際
会
議

に
関
す
る
総
括
を
行
う
こ
と
、
�
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
規
格
化

の
プ
ロ
セ
ス
に
継
続
的
に
参
画
・
関
与
す
る
こ
と
、

�
今
後
の
Ｓ
Ｒ
の
規
格
化
に
対
し
現
実
的
な
戦
略
を

構
築
す
る
こ
と
、
�
日
本
経
団
連
と
し
て
、
他
の
経

済
団
体
と
の
連
携
を
は
じ
め
幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
ズ
と
の
対
話
・
連
携
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
な
ど

の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

深
田
静
夫

ふ
か
だ

し
ず
お

劇
的
な
展
開
を
見
せ
た
国
際
対
話

日
本
経
団
連
社
会
的
責
任
経
営
部
会
委
員

オ
ム
ロ
ン
経
営
総
務
室
顧
問

―
―

国
際
標
準
化
機
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Ｉ
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Ｓ
Ｒ
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際
会
議
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